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5回目考査１週間前、時間割発表!!

１．試験時間割

時 間 ３日(金) ４日(土) ６日(月) ７日(火)

9:00～ 9:50 １限 国 語 代 数 英語Ｒ 復習日

10:10～ 11:00 ２限 幾 何 英語Ｇ 理 科 復習日

11:20～ 12:10 ３限 社 会 家庭（30分） 学推報告会

※英語の試験は放送によるテストも行われます。
※試験中の下校のバスダイヤはクラスに掲示されますので確認して下さい。
※各教科の提出物も忘れずに提出してください。
※胸を張って 3年生になれるように、今日から全力を尽くしなさい！

２．はばたけ育成塾の講演が行われました

昨日 5.6時間目を使って記念ホールで、中学 2.3年生を対象に、「はばたけ育成塾」の講演会が
ありました。入間市に会社があります「カネパッケージ株式会社」代表取締役社長の金坂良一様
にお話しいただきました。

生後 5 ヶ月で母親を亡くし、小学校 3 年生から新聞配達をし
家計を支えなければならなかったことや、皆さんと同じ年の中
学 2 年生からは、一日も欠かすことなく夜の 9 時から朝の 3 時
まで 6時間の勉強をし、見事に志望校への合格を果たしたこと、
その過程で、ハングリー精神や忍耐力、独立心を養ったとお話
しいただきました。
大学生活中にアルバイトで塾講師をして、期待に応えること

で経営に対する感性を磨いたと話されていましたが、著書によ
ると、大学 4 年生の時には 130 人の生徒を受け持つ人気講師に
なり、大学卒初任給のおよそ倍の収入を得ていたそうです。驚
くことに、地域社会における教育への貢献が認められ、地元の
中学校の卒業式に、来賓として呼ばれるまでになったそうです。
（本当に驚きました！）
学生時代の環境が人生に影響する、いかに乗り越えていくか

で、人生を生き抜く力をつける、これこそが勉強なんだ！とい
う、力強い言葉が印象的でした。

その他に、「夢に向かって挑戦する人にだけチャンスが見える」→応援する人が出てくる
「モチベーションが成長するための燃料になる」
「社会貢献活動で、子どもの喜ぶ顔が、社員の元気になる」
「仕えることがしごとではない。高い志を持ち、心を込めて行う事。
志事→天職→それが「人生」になる」

上記の内容でお話しをいただきました。
その後、愛を持って子どもと接した小学校教諭のお話と、先天的に四肢のない状態で生まれた

ニックさんの講演内容を紹介する動画を見ました。
どんな人にも能力はある。「やればできる」、そんな熱いメッセージが込められていたと思い

ます。
最後に質疑応答を行い、あっという間に講演会は終了となりました。
皆さんはこの講演会から、何を感じる事ができたでしょうか？私は、「できないは絶対に言わ

ない」「驚きと感動を忘れずに仕事に打ち込む」、この 2 つの覚悟が大事なんだという事にあら
ためて気づかされました。

20 冊の本と 50 セットのｴｯｸﾞﾄﾞﾛｯﾌﾟｷｯﾄをプレゼントしてくださり、爽やかに退場された金坂
様・・・。その背中にオーラを感じたのは私だけではなかったと思います。

夢に挑戦していく皆さんへ

１．限界に挑戦（限界を知ることにより限界を打ち破ることが出来る）

２．失敗を恐れない（失敗は成長のための宝）

３．燃える熱い思い（情熱は、目標にたどり着くためのエネルギー）

４．一生懸命やってみる（やった人だけが味わえる喜びと達成感がある）

５．感謝の心（感謝の心が人を大きくする）

６．苦労や辛いことは喜んで（苦しさや辛さを知っている人が、人に優しくできる）

７．諦めるのはいつでも出来る（諦めないでやり続けるとそこに光が見える）

８．志を持って継続すると、仕事が「志事」となり、全うすると「天職」となり、それが
自分の「人生」となる。

９．「夢」をかなえる「志事」を。




